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ブロッコリー栽培研修会を開催！  

 

JAレーク滋賀では、令和５年度から統一戦略品目としてブロッコリーの生産拡大に取り組ん

でいます。当初の栽培面積は大津・南部地域で14戸８２aでしたが、令和6年度は増加し、12戸

146aとなる予定です。そこで、令和6年度の栽培者を対象に、6月26日にブロッコリー栽培研

修会を開催しました。当日は、生産者や関係者を含めて24人の出席がありました。 

  

はじめに、JAレーク滋賀営農戦略部から、試験栽培の取組要領について説明がありました。

当課からは、早生品種「アーリーキャノン」、中生品種「ルミナス」および晩生品種「クリア」の３品

種に応じて作成した栽培暦をもとに、栽培管理や病害虫防除のポイントについて説明しました。 

令和５年度は早生品種のみの試験的な栽培でしたが、令和６年度には中生品種および晩生

品種の栽培も始まります。花蕾の肥大や草勢の維持に向けての追肥のタイミングが重要になる

ことを説明しました。また、令和５年度には高温期における定植後の乾燥による苗の枯死があっ

たことから、畝間灌水よりも病害や雑草繁茂のリスクの少ない散水チューブを用いた灌水方法

を提案しました。 

当課では、今後も生産者のほ場巡回や栽培研修会を通して園芸品目の導入による所得増大

に向けて支援していきます。 

  

栽培研修会の様子 栽培暦の説明 
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